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　栄町に転入し、在宅勤務
をする方に５万円の応援金
を支給します。

在宅勤務転入者応援金

定住・移住奨励金

○対象住宅
　一戸建て住宅、または併用住宅
※併用住宅は、居住部分のみが対象
※既に、栄町住宅リフォーム補助金を利用した
　住宅を除く。
○対象者
①対象住宅を所有し、自ら居住する方
②対象住宅に、10 年以上継続して居住する方
③町の住民基本台帳に記録されている方
④町税を滞納していない方 ( 世帯員全員 )
⑤過去に栄町住宅リフォーム補助金の交付を受
　けてない方

○対象となるリフォーム工事
①町内事業者が行う工事
※町内に本店がある法人事業者、または町内に

住所がある個人事業者
② 20 万円以上の工事（税込）
③補助対象工事は、浴室・台所・トイレ・床・畳・

内外壁などの工事です。
④工事が令和７年３月 19 日以前に完了すること。
○補助金の額
　住宅リフォーム工事費用の 10 分の１で上限
額は 10 万円。（千円未満切捨て）
※過去にこの制度を利用した方は、申請はでき

ません。

受付期間　12 月 20 日㈮まで
※申請は工事着工前に！！
　補助金交付決定前にリフォーム工事を行った
　場合は、補助金の交付が受けられません。

○町外から転入し住宅を取得した方に

　医師、看護師（保健師、助産師を含む）また
は保育士の資格を有し、病院、診療所や町内の
保育所などに勤務する方が栄町に転入した場
合、支援金を支給します。

区　分 看護師、保健師、助産師、保育士 医師
戸建て住宅を新築
または購入の場合 20 万円 50 万円

アパートなどに
引っ越した場合 10 万円 25 万円

医療職・保育士転入者支援金

移住者子ども加算金
○町外から転入してきた方で、中学生以下の
　子どもがいる世帯には 1 人目から 1 人につき

10 万円を交付します！
※アパート・貸家などへ転入した場合には、
　３回に分割して交付します。（９月末をも
　って終了）
※ 10 月１日より、町内の方が住宅を取得し
　た場合や、既存住宅を建て替えた場合も子
　ども加算金の対象となります。

最大最大
　30 万円　30 万円

　１年以上、町外に転出していたお
子さんが、長期にわたり親と同居ま
たは町内に住むことになった場合、
親に支援金を交付します。

U ターン同居・近居支援金

①単身の場合 ８万円（高校生以下の者は除く）
②単身者と中学生以下の子どもが一緒の場合 20 万円
③配偶者と一緒の場合 20 万円
④配偶者と中学生以下の子どもが一緒の場合 30 万円

20 万円＋記念品（５万円分）を贈呈！

○町内の方が住宅を取得した場合
５万円を交付します！

○町内の方が既存住宅を建替えた場合
　（解体撤去し住宅を取得した場合）

10 万円を交付します！

（10 月１日からは 10 万円）

住宅リフォーム補助金

栄町は定住・移住を推進しています栄町は定住・移住を推進しています
　栄町に住んでいただくため、町では定住・移住に関するさまざまな支援制度に取り組
んでいます。町以外にお住まいのご親族やご家族、お知り合いの方などへ、ぜひ紹介し
てください。※いずれの制度も対象条件がありますので、事前にお問い合わせください。

問合せ　企画財政課　定住移住推進班　 33‑7773

　▲町ホームページ
　　定住・子育て等
　　支援メニュー
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栄町空き家バンク
町内に空き家を所有し、売却や賃貸をお考えの方、空き家バンクに登録しませんか？

　栄町へ移住を希望される方や仕事で引っ越してくる方、子どもの成長で引っ越しし
たい方など、空き家を求めている方がいます。ぜひ登録のご検討を !　

〇空き家バンクとは・・・
　空き家の所有者が、その物件の有効活用を目的に、物件情報を登録します。
　その情報を見て、借りたい、買いたいという希望者と所有者との橋渡しを『栄町・
千葉県宅地建物取引業協会印旛支部』が連携して行う制度です。
ご検討をお願いします。

■空き家バンクに物件登録すると空き家バンク登録者支援金として２万円を支給。
　さらに！！空き家バンク登録物件をリフォームする場合、工事費用の１/ ５

（上限額 20 万円）を補助します。

栄町空き家バンク

問合せ　企画財政課定住移住推進班　 33‑7773

　

栄
町
に
あ
る
空
き
家
の
有
効

活
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

「
不
動
産
相
談
会
」
を
毎
月
第

３
火
曜
日
に
、
千
葉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
印
旛
支
部
が
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

８
月
は
、
20
日
㈫
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
も
不 

　

要
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

必
要
な
書
類
や
写
真
を
ご
用

　

意
い
た
だ
く
と
、
よ
り
効
果

　

的
で
す
。

※
資
料
や
情
報
が
不
十
分
な
場

　

合
、
的
確
な
助
言
が
で
き
な

　

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
当
日
の
待
ち
人

　

数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
一

　

人
様
30
分
程
度
で
す
。

問
合
せ　

　

企
画
財
政
課
定
住
移
住
推
進
班

　
　

33-

７
７
７
３

不
動
産
に
関
す
る
相
談
会

不
動
産
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催

を
開
催
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▲栄町 HP

定額減税補足給付金（調整給付）の支給について定額減税補足給付金（調整給付）の支給について

　７月号の広報でお知らせしました「定額減税補足給付金 ( 調整給付 )」の手続きなどについてお
知らせします。令和６年分の所得税および令和６年度分の住民税から定額減税しきれないと見込
まれる方に、減税しきれない額を１万円単位に切り上げて、次のとおり調整給付金を支給します。

１　給付手続および時期
　対象者の方には、８月中旬に「お知らせ」を送付しますので、「支給要件確認書」の記載内
容を確認のうえ、必要事項を記入し支給要件確認書・本人確認書類・口座確認書類を同封の返
信用封筒に入れて返送ください。
　「支給要件確認書」の内容を審査のうえ、８月下旬から順次給付金を口座振込します。
　※調整給付金を受け取るには、「支給要件確認書」の返送が必要です。返送されない場合、
　　給付金は支給されません。

●手続きの流れ

８月中旬：対象者
の方に定額減税補
足給付金の「お知
らせ」を送付

郵送後：「支給要件確認書」に
必要事項を記載し、本人確認書
類等を添付し返信用封筒で返送
　
※必ず「支給要件確認書」を
　返送ください。　

※早ければ
８月下旬～順次：
調整給付金振込

返送後：確認書の内容審査、
振込デ－タの登録

２　確認書の返送期限
　10 月 31 日㈭ ※期限厳守
　※返送期限までに返信がない場合は、給付金の支給を辞退したとみなします。

３  対象者
　令和６年６月３日 ( 基準日 ) 時点で、定額減税可能額が所得税又は住民税所得割額を上回る
( 減税しきれない ) と見込まれる方。ただし、納税義務者本人の合計所得が 1,805 万円 ( 収入
2,000 万円 ) を超える場合は対象外となります。

４　給付金額
〇調整給付金算出方法
支給額 ( 合計額を万単位で切り上げた額 ) ＝ ⑴＋⑵　
⑴所得税分定額減税可能額 － 令和６年分推計所得税額※ ( 減税前 )
⑵個人住民税分定額減税可能額 － 令和６年度分個人住民税所得割額
※令和６年分推計所得税額は、令和５年分所得額等を基に推計します。

・定額減税可能額算出方法
　所得税分定額減税可能額：３万円× ( 本人＋扶養親族数※ )
　個人住民税分定額減税可能額：１万円× ( 本人＋扶養親族数※ )
※扶養親族数とは、控除対象配偶者と 16 歳未満を含む扶養親族数を合わせた数
　( 国外居住者を除きます )
　

５　調整給付に係る不足給付額について
　令和６年分の所得税額については、令和５年分所得額等を基に推計していることから、令
和６年中に同一生計配偶者や子どもの出産により扶養親族が増えた場合や失業等により令和
６年分の所得が減った場合は、調整給付金に不足が生じる場合があります。その場合は、令
和７年度に追加で不足額分の給付を行います。

問合せ　税務課収納対策室　 33-7703
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令
和
６
年
度
新
た
に
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
等
に

対
し
て
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

（
給
付
対
象
と
見
込
ま
れ
る
世

帯
に
は
通
知
書
を
送
付
済
み
で

す
。）

対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

※
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税

　

世
帯
及
び
均
等
割
の
み
課
税

　

世
帯
向
け
給
付
金
の
対
象
と

　

な
っ
た
世
帯
（
辞
退
・
未
申

　

請
含
む
）
は
、
今
回
の
対
象

　

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額

○
一
世
帯
当
た
り
10
万
円

○
対
象
世
帯
の
18
歳
以
下
の
児
童

　

一
人
当
た
り
５
万
円
を
加
算

申
請
期
限　

10
月
31
日
㈭

申
請
・
問
合
せ　

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

　

給
付
金
窓
口

　
　

95-

１
１
１
１

新
た
な
住
民
税
非
課
税
世

新
た
な
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
給
付
金

帯
等
に
対
す
る
給
付
金

　

令
和
５
年
中
の
所
得
が
不
明

の
方
、
扶
養
認
否
が
確
認
で
き

な
い
方
な
ど
に
対
し
、
７
月
末

に
ハ
ガ
キ
で
申
告
の
お
願
い
を

す
る
通
知
を
送
付
い
た
し
ま
し

た
。　

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
税
額

計
算
の
基
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
申
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
得
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
が
低
い
方(

世

帯)

は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

場
合
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

税
務
課
住
民
税
班

　
　

33-

７
７
０
３

町
県
民
税
の
申
告
は
お
済

町
県
民
税
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
？

み
で
す
か
？

個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

個
人
事
業
税
の
納
期
限
内

納
付
に
つ
い
て

納
付
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
、
９
月
２
日
㈪
で

す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

金
融
機
関
な
ど
の
ほ
か
、
地
方

税
お
支
払
い
サ
イ
ト
か
ら
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
納

付
が
で
き
ま
す
。

　

便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

佐
倉
県
税
事
所

　
　

０
４
３-

４
８
３-

１
１
１
４
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こ
の
届
出
は
毎
年
受
給
者
の

所
得
や
受
給
資
格
な
ど
の
確
認

を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現

在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
に

は
、
11
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
お
よ
び
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮
ま
で

※
現
在
受
給
中
の
方
に
は
７
月

　

末
に
案
内
文
を
郵
送
し
て
い

　

ま
す
。

対
象
者

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
あ
る
一
定
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
父(

母)

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て

は
、
手
当
を
受
け
る
本
人
や
扶

養
義
務
者(

同
居
の
直
系
血
族

及
び
兄
弟
姉
妹)

の
所
得
な
ど

に
、
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　
　

33-

７
７
０
７

特
別
児
童
扶
養
手
当
等

特
別
児
童
扶
養
手
当
等

所
得
状
況
届
の
提
出

所
得
状
況
届
の
提
出

児
童
扶
養
手
当　

児
童
扶
養
手
当　

現
況
届
の
提
出

現
況
届
の
提
出

　

こ
の
届
出
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い

る
方
の
所
得
や
受
給
資
格
な
ど

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
手

当
を
受
け
て
い
る
方
は
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

８
月
９
日
㈮
か
ら

　

９
月
11
日
㈬
ま
で

対
象
者

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神
に

中
度
／
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

○
障
害
児
福
祉
手
当

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
、
知
的
お
よ
び
精
神
に

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

在
宅
で
の
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
手
当
に
よ
っ
て
該
当
に
な
る
障

が
い
の
程
度
が
異
な
り
ま
す
）

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
社
会
福
祉
班

　
　

33-

７
７
０
７

※
手
当
の
新
規
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
の
更
新

券
の
更
新 

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
「
子

ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」（
高

校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
対

象
）
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
受
給
券
が

届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
が
お
済

み
で
は
な
い
方
は
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

〇
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
認

　

定
申
請
書

〇
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健
康

　

保
険
証
の
写
し

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　
　

33-

７
７
０
７

児
童
手
当
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

33-

７
７
０
７

　

令
和
６
年
12
月
支
給
（
令
和
６
年
10
月
分
）
か
ら
児
童
手
当
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
高
校
生
世
代
の
お
子
さ
ん
と
同
居
し
、
現

在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
や
、
収
入
の
関
係
で

児
童
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ
は
、
８
月
下
旬
に

お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
支
給
期
間
が
18
歳
の
年
度
末
ま
で
延
長

②
収
入
に
関
係
な
く
支
給

③
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
の
支
給
額
が
増
加

※
大
学
生
世
代
の
お
子
さ
ん
か
ら
年
齢
順
に
第
一
子
と
数
え
ま
す

④
支
給
月
が
年
６
回

第１子・２子 第３子以降 第１子・２子 第３子以降

年
齢

3 歳以上小
学校終了前

所
得

所得制限限
度額未満

所得上限限
度額以上

支給日

改正前 改正後

中学生

大学生

所得制限なし

高校生

支給なし

支給なし

5,000 円（特例給付）

15,000 円 15,000 円

10,000 円 15,000 円

10,000 円 10,000 円
30,000 円

年 3 回支給（2 月、6
月、10 月に 4 か月分
ずつ）

年 6 回 支 給（12 月、
2 月、4 月、6 月、8 月、
10 月に 2 か月分ずつ）

支給なし（支給対象では
ないが、第１子と数える）

支給なし（支給対象では
ないが、第１子と数える）

３歳未満
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千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共

済
は
、
利
益
を
目
的
と
し
な
い

住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、
公

共
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
７
０
０
円
の
会
費
で
交

通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

年
会
費

　

１
人
７
０
０
円

共
済
期
間　

　

９
月
１
日
㈰
か
ら
令
和
７
年

８
月
31
日
㈰
ま
で
の
１
年
間

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
等

で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書
が
発

行
さ
れ
た
事
故

見
舞
金
の
額　
　

①
死
亡
見
舞
金
…
１
５
０
万
円

②
傷
害
見
舞
金(

入
院
・
通
院

　

の
実
日
数
に
応
じ
て) 

…　

　

２
万
円
～
50
万
円
ま
で

③
身
障
見
舞
金(

身
体
障
害
等

　

級
１
級
ま
た
は
２
級) 

…　

　

50
万
円

④
交
通
遺
児
見
舞
金
…
交
通
遺

　

児
１
人
に
つ
き
10
万
円

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

～
万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

～
万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

申
込
期
間　

　

８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

申
込
み

　

世
帯
ご
と
に
加
入
申
込
書
に

会
費
を
添
え
て
、
く
ら
し
安
全

課
窓
口
へ
（
役
場
３
階
）

○
加
入
申
込
書
は
、
く
ら
し
安

　

全
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

○
す
で
に
集
団
加
入
し
て
い
る

　

方
は
対
象
外
で
す
。

※
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
学

　

校
で
の
集
団
加
入
が
な
く
な

　

り
ま
し
た
の
で
、
個
人
で
の

　

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
申
込
期
間
が
過
ぎ
た
後
で
も

　
随
時
加
入
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
申
込
み
の
際
は
、
お
つ
り
の
な

　

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

く
ら
し
安
全
課
生
活
安
全
班

　


33-

７
７
１
０

対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※
対
象
者
に
は
、
８
月
中
旬
頃

　

に
緑
色
の
封
筒
で
受
診
票
等

　

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

契
約
医
療
機
関

　

今
年
度
よ
り
契
約
医
療
機
関

に
平
和
台
病
院
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

〇
北
総
栄
病
院

　


０
４
７
６-

95-

７
７
８
８

〇
印
西
総
合
病
院

　


０
４
７
６-

33-

３
５
３
３

〇
牧
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

　


０
４
７
６-

97-

１
３
２
１

〇
平
和
台
病
院

　


０
４-

７
１
８
９-

１
１
１
９

費
　
用

〇
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

１
，
３
６
０
円

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

無
料

注
意
事
項

〇
医
療
機
関
へ
の
予
約
は
ご
自

　

身
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
集
団
健
診
は
10
月
か
ら
実　

　

施
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班　

　
　

33-

７
７
０
８

９
月
１
日
よ
り
令
和
６
年

９
月
１
日
よ
り
令
和
６
年

度
栄
町
個
別
健
康
診
査
が

度
栄
町
個
別
健
康
診
査
が

受
診
で
き
ま
す

受
診
で
き
ま
す

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
公
費
接
種
（
無
料
で
接
種
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
公
費
接
種
（
無
料
で
接
種
）

平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
20

年
度
生
ま
れ
の
女
性
の
方
へ

　

接
種
期
間
は
２
０
２
５
年
３

月
ま
で
で
す
！

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
は
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン

で
す
。

　

接
種
の
機
会
を
逃
し
た
平
成

９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
19
年
度

生
ま
れ
の
女
性
の
方
を
対
象
に

「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
５

年
３
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
接
種
対
象
者
で

あ
る
平
成
20
年
度
生
ま
れ
（
高

校
１
年
生
相
当
）
の
方
の
公
費

接
種
期
間
も
２
０
２
５
年
３
月

ま
で
で
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
３
回

の
接
種
で
接
種
完
了
と
な
り
、

一
般
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
接
種
す
る
と
、
６
か
月
の
期

間
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
９

月
中
に
は
、
１
回
目
の
接
種
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
医
師
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方

は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
接
種

し
ま
し
ょ
う
！

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
診
票

は
、
対
象
の
方
に
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
で
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
予
診
票
の
発
行
や
、
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

　
　

37-

７
１
８
５



8令和６年８月 １日

農
地
の
適
正
な
管
理
を

　

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

よ
る
、
遊
休
農
地
の
調
査
を
行

な
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
遊
休
農
地
の
所
有
者

な
ど
に
対
し
て
は
、
利
用
の
意

向
を
書
面
で
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
額
の
引
き
上
げ

　

農
業
委
員
会
が
行
う
遊
休
農

地
の
利
用
意
向
調
査
に
対
し
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
し

付
け
の
意
思
表
明
を
せ
ず
、
自

ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
な

ど
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い

る
場
合
な
ど
、
勧
告
の
対
象
と

な
っ
た
農
地
は
、
固
定
資
産
税

の
課
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

遊
休
農
地
と
は

　

以
前
耕
作
し
て
い
た
土
地

で
、過
去
１
年
以
上
作
付
け（
栽

培
）
せ
ず
、
こ
の
数
年
の
間
に

再
び
作
付
け
す
る
考
え
の
な
い

農
地
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会

　
　

33-

７
７
１
３

樹
木
や
垣
根
な
ど
の
適
正

樹
木
や
垣
根
な
ど
の
適
正

な
管
理
に
つ
い
て

な
管
理
に
つ
い
て

遊
休
農
地
の
調
査
に
ご
協

遊
休
農
地
の
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

力
く
だ
さ
い

　

台
風
の
時
に
は
、
強
風
や
大

雨
に
よ
り
、
道
路
に
隣
接
す
る

住
宅
地
・
山
林
な
ど
の
樹
木
が

倒
れ
、
車
や
歩
行
者
の
通
行
に

支
障
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
す

る
と
、
近
隣
住
民
に
多
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
や
所
有
地
の
周
り
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
樹
木
や
垣

根
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
溝
に
土
砂
や

落
ち
葉
な
ど
が
堆
積
し
、
雨
水

が
道
路
上
に
溢
れ
、
思
わ
ぬ
事

故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、
ご
自
宅
の
周
り
の
道
路
側

溝
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

　

都
市
建
設
課
施
設
管
理
班

　
　

33-

７
７
１
１

　
　

　「情報公開制度」は、町が保有している行政文書の公開を請求することができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

公開 部分
公開

請求拒否または申出拒否
非公開 不回答 不存在 その他

公開請求 188 件 111 件 55 件 ６件 ０件 12 件 ０件 ４件
公開申出 ２件  ２件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

審議会などの会議公開制度

審議会
の総数

会議を開催
した審議会

会議の
開催回数

内訳
公開 一部公開 傍聴人数 非公開

36 17 82 回 22 回 ４回 ３人 56 回
※個人情報を取り扱う会議は、非公開としてます。

個人情報保護制度
　「個人情報保護制度」は、町が個人情報を適正に取り扱うためのルールを定めるとともに、町
が保有している自分の情報を見たりできる権利などを保障することにより、プライバシーを中
心とした皆さんの権利や利益を守る制度です。

　「会議公開制度」は、町民の皆さんが、町に置かれる審議会などの会議を傍聴したりする
ことができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

開示 部分
開示

請求拒否
不開示 不回答 不存在 その他

開示請求 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

　栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和５年度の各制度における運用状況を公表します。栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和５年度の各制度における運用状況を公表します。

問合せ問合せ　総務政策課総務班　　総務政策課総務班　 95-111195-1111情報公開制度などの運用状況情報公開制度などの運用状況

※第三者の個人情報が載っている場合は部分開示となります。

情報公開制度
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栄
町
介
護
職
員
初
任
者
研
修

栄
町
介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

26261010 ㊏㊏／／

1313：：0000
～～

1919：：3030

SAKAESAKAE
リバーサイド・フェスティバルリバーサイド・フェスティバル

　ＳＡＫＡＥリバーサイド・フェスティバルで
は、次の内容で模擬店（原則、町内事業者）を
募集します。

募集数　20 店舗（先着順）
　※間口 5.4 ｍ×奥行 3.6 ｍ
　※イス、テーブルは事務局で用意します
出店料　10,000 円
　※指定口座へ振り込み
　※主催者の都合により中止した場合以外は返
　　金しません
申込み　８月 19 日㈪まで
提出書類　①出店計画書　②誓約書
※詳細はホームページにてご確認
　ください !
問合せ　SAKAE リバーサイド・フェスティバル
　　　　 実行委員会事務局
　　　　経済環境課商工観光班　 33‑7713

　秋の夜空を盛大な花火で彩れるよう皆様の
ご協力をお願いします。

募金箱設置箇所
　役場１階受付 ふれあいプラザさかえ１階受付
　ドラムの里　（コスプレの館・龍の産直館）
　町内のコンビニエンスストア
　とれたて産直館栄店など

協賛金
　法人１口5,000 円
　個人１口3,000 円
   随時募集しています。
　
問合せ　SAKAE リバーサイド・フェスティバル
　　　　実行委員会事務局
　　　　（打ち上げ花火担当）
　　　　企画財政課財政班　 33‑7773

▲模擬店 HP

打ち上げ花火打ち上げ花火
時　間時　間　19 時から　　19 時から　
　　　　※30 分程度を予定　　　　※30 分程度を予定
会　場　会　場　利根川河川敷Ｃグラウンド利根川河川敷Ｃグラウンド
　　　　（栄町消防署前）　　　　　（栄町消防署前）　

打ち上げ花火の打ち上げ花火の
募金・協賛金のお願い募金・協賛金のお願い 模擬店の募集案内模擬店の募集案内

栄町町制施行70 周年記念プレイベント事業栄町町制施行70 周年記念プレイベント事業
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安食駅に「北口改札」を設置します

まちこれ！ vol.1まちこれ！ vol.1

　安食駅バリアフリー化に向けて、JR 千葉支
社とのこれまでの協議を踏まえ、南北自由通路
北口エレベーターを改修して１番線ホームに停
止階を設け「安食駅北口」として新改札及び階
段を整備することとなり、６月に同支社と協定
を締結したところです。
　なお、今年度から、調査設計を実施したのち

工事を行い、令和９年度には自動改札機、乗車
証明書発券機を設置する予定です。
　また、合築駅舎の整備については新築にこだ
わらず、既存駅舎の活用も含めて、改めて検討
し協議を進めることとしています。

問合せ　企画財政課企画広報室　
　　　　　　　　 33-7773

駅舎
跨

線

橋

EV安食駅北口（想定）
改札、発券機、階段など

消
防
公
式

消
防
公
式

栄
町
公
式

栄
町
公
式

子育て支援の取組み
　令和６年４月に「人口戦略会議」が公表し
た報告書において、栄町は 2050 年までの若年
女性の減少率が 50％以上の「消滅可能性都市」
県内ワースト８位という結果が示されました。
　また、国が発表した栄町の合計特殊出生率
は 0.99 で、銚子市と並んで県内ワースト１位
という、非常に深刻な結果になってしまいまし
た。
　町は全国に先駆けて定住・移住施策に取り組
んだ結果、令和３年度には 24 年ぶりに転入者
が転出者を上回る社会増となったものの依然と
して人口減少は進んでおり、更には、全国的な
未婚・晩婚化の傾向などから、少子化のペース
は食い止めることができていません。

　そこで、全ての子どもや若者が将来にわたっ
て幸福な生活を送ることができ、選ばれる町と
なるために、これまでの子ども関連計画を包含
した「栄町こども計画」を本年度に策定し、特
に若い世代の流入促進や流出の防止と、出生率
の向上に向けて、一層の危機感を持って取り組
んでいきます。

問合せ　福祉・子ども課児童福祉班
　　　　 33-7707

北口

このコーナーでは、町民のみなさんに、まちづくりの課題と今後の取組みをお知らせ
するため「まちのこれから」＝「まちこれ！」と題し紹介していきます。
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▲懇談室 HP
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懇
談
室

町
長
懇
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８
月
22
日
㈭
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時
30
分
ま
で

　
（
１
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度
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２
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画
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課
企
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報
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33-

７
７
７
３

　
▶
昨
年
の
様
子

　近年、気温が上昇し猛暑による熱中症警戒ア
ラートが増加する中、本年４月には気候変動適
応法が改正され、過去に例のない危険な暑さか
ら生命を守るための、熱中症特別警戒アラート
の発令等の措置が設けられました。
　この異常な暑さから児童生徒の命を守るため
には、学校活動中における熱中症の発生を回避
することや、災害が発生した際に地域住民が利
用する指定避難所の環境整備が必要であると判
断し、空調方式やランニングコストなどの検討

を行い、本年度から７年度にかけて全小中学校
体育館へエアコン設置を進めることとしました。
　また、高齢者の皆さんにも使いやすいよう、
トイレの洋式化改修工事も行います。

問合せ　教育課施設管理班 
　　　　 33-7716              
　　　　くらし安全課災害対策室
　　　　       33-7710

学校体育館（指定避難所）にエアコンを設置します

　ふれあいプラザさかえの臨時駐車場から施設までの通行経路が危険で利用勝手が悪いなどの意見
を、利用者の皆さんからいただいていました。
　そこで、バス車庫入り口の道路高まで盛土をして地盤高を合わせることで、進入経路の改善と
歩行者の導線を確保し、利便性と安全性の向上を図ります。
　また、三区側の町道は、通学路はもとより交通量の多い道路であるため、今後拡幅等の整備を
進めていきます。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　　　　　 95-1112

ふれあいプラザさかえの駐車場を整備します

　　　災害支援拠点として
　ふれあいプラザさかえ、安食台第一近
隣公園及び今回造成工事を行う駐車場
は、災害時における支援拠点としての整
備を検討しています。
　ふれあいプラザさかえは、指定避難所
となっているほか、役場庁舎が被災した
際の第２庁舎として業務を行うととも
に、災害対策本部、災害支援ボランティ
アの活動拠点、災害支援物資を収配する
施設となっています。
　また、災害時には現在の駐車場のみで
は不足することも想定されることから、
今回造成工事を行う駐車場は、学校給食
センターの設置如何にかかわらず、最終
的には想定浸水深を超える高さまで盛土
し災害時には有効活用していく必要があ
ります。したがって、災害はいつ襲って
くるかわかりませんので、盛土用の建設
発生土を活用した費用軽減を図りつつ造
成工事を早急に行う考えです。
　　　　　　　   
問合せ　くらし安全課災害対策室　
　　　　　　　　 33-7710

ふれあいプラザ臨時駐車場
計画高
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▲最優秀指揮者に輝いた岩井赳志さん（右端）
　含む第１分団第１部の団員

▲ポンプ車の部で優勝した第１分団第２部の団員

▲小型ポンプの部で優勝した第４分団第２部の団員

　令和６年６月 22 日㈯、ふれあいプラザさかえ駐車場で栄町消防操法大会を開催しました。
　今大会は、ポンプ車の部５チーム、小型ポンプの部４チームが出場し、日頃の訓練成果を
競い合いました。　　　　　　
　
成　績
●ポンプ車の部
優勝　第１分団第２部（二区）
準優勝　第３分団第２部 ( 酒直 )
第３位　第２分団第１部（須賀・須賀新田）

●小型ポンプの部
優勝　第４分団第２部（三和・中谷・北・請方）
準優勝　第４分団第３部（南・曽根・西・布太）
第３位　第４分団第１部（和田・押付・布鎌酒直・出津）
 
問合せ　消防総務課総務班
　　　　　　　　 95‑8980

印旛支部消防操法大会に出場しました！
　令和６年６月 30 日㈰、印旛西部公園（印西市）で第 44 回印旛支部消防操法大会が開催され
ました。
　町からはポンプ車の部に、第１分団第１部（一区）が出
場し、２カ月間の訓練成果を遺憾なく発揮されました。
　なお、個人表彰で、岩井赳志さんが、最優秀指揮者に輝
きました。

問合せ　消防総務課総務班
　　　　　　　　 95‑8980

栄町消防操法大会（結果）栄町消防操法大会（結果）
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▲【卓球】男子 優勝・女子 準優勝
▲【ゴルフ】レディースの部 優勝
　　　　　　大澤 礼子

▲【バレーボール】女子 ３位

▲【ソフトテニス】女子 ３位▲【ソフトテニス】男子 ３位

【ゴルフ】
団体 準優勝

▲【バスケットボール】男子 ３位

【ゴルフ】
シニアの部 
準優勝 
糸川 昇一

【陸上競技】
一般女子
砲丸投げ 
３位 宮本  夕香里
　　

第 75 回印旛郡市民スポーツ大会第 75 回印旛郡市民スポーツ大会
で町代表選手が大活躍！！で町代表選手が大活躍！！

　第 75 回印旛郡市民スポーツ大会が、７月７日の軟式野球競技を皮切りに、10 日・13 日・14 日・
15 日の５日間行われました。印旛郡市８市町が参加し、各会場で熱戦が繰り広げられました。
　主な結果は、次のとおりです。（敬称略、順不同）

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95‑1112

ドラム自然楽校 デイキャンプ
　６月 29 日に坂田ヶ池総合公園で５・６年生を対象に
デイキャンプが行われました。
　初めに危険予知トレーニングを行い、飯盒炊飯やカ
レー作りを体験しました。
　通う学校が違う子ども達がさまざまな体験を通して、
協調性やチークワークの大切さを学ぶ場となりました。

問合せ　生涯学習課社会教育班　 95-1112
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▲購入した折りたたみ椅子 30 台

▲優良施設「やがちゃんキムチ」 

栄町顧問に大沢一彦氏を再委嘱
　大沢氏は、日本食研グループ 16 社の最高経営責任者
で、代表取締役会長としてご活躍されています。
　平成 24 年から 12 年の長きにわたり、栄町の顧問を
務めていただいており、今回の再委嘱で７期目になりま
す。
　これまで培ってこられた企業経営者としての豊富な知
識や経験を通して、町の重要な施策をはじめ町政全般に
わたって、提言または助言をいただきます。

問合せ　総務政策課秘書人事班
　　　　 95‑1111

食品衛生優良施設に表彰状
　町内で飲食業を営む「やがちゃんキムチ」、「かぎけん」
に印旛保健所管内食品衛生協会より表彰状が贈呈されま
した。食品衛生の重要性を認識し施設の改善整備に努力
した功績に対し表彰されたものです。
誠におめでとうございます。

問合せ　経済環境課環境対策室　
　　　　　　　　 33-7713

宝くじ助成金で集会所の物品を購入
　地縁法人上町区では、多くの地域の方に集会所を利用
していただけるよう、一般財団法人自治総合センター「宝
くじ社会貢献広報事業」の助成金を活用して、集会所に
エアコンや冷蔵庫の他、高齢者も使いやすい椅子やテー
ブルなどの備品を購入しました。
　これにより今まで以上に集会所を活用した地域活性化
を期待するものです。

問合せ　くらし安全課協働推進室　
　　　　　　　　 33‑7710

栄町固定資産評価栄町固定資産評価
審査委員会委員を任命審査委員会委員を任命

栄町教育委員を任命

　固定資産評価審査委員会委
員は、町長が議会の同意を得
て任命し、固定資産課税台帳
に登録された価格に関する不
服について審査します。

固定資産評価審査委員会委員
　新村　栄一（敬称略）
　（再任）

任　期　７月１日から
　令和９年６月 30 日まで

問合せ　総務政策課総務班
　　　　 95‑1111

栄町監査委員を任命栄町監査委員を任命
　監査委員は、主として町の
財務に関する事務の執行が適
正に行われているか、経営に
係る事業の管理が効果的、合
理的、能率的に行われている
かなどを監査します。

議会議員選任者　
　早川　久美子（敬称略）

任　期　６月４日から
　令和 10 年４月 30 日まで

問合せ　総務政策課総務班
　　　　 95‑1111

　教育委員は、町長が議会の
同意を得て任命し、教育行政
の基本方針や重要事項を審議
します。

教育委員
　大久保　雅從（敬称略）
　（再任）

任　期　７月１日から
　令和 10 年６月 30 日まで

問合せ　教育課総務班
　　　　 33‑7716
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ふれプラ図書室からのご案内
開室時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　ふれプラ図書室　　
　　　　　　　　　　　 33-3385

Bookmarks
『お探し本は図書室まで』

▲図書室

慶応 3 年、和歌山に生まれた南
方熊楠は洋の東西を問わずあらゆ
る学問に手を伸ばし、広大無辺の
自然と万巻の書物を教師とした。
希みは学問で身をたて、この世の
全てを知り尽くすこと。だが商人
の父に想いは届かず…。

急逝した兄の跡を継いで親戚の美
希喜と一緒に神保町で古書店を営
んでいる珊瑚（７０代）。作家志
望の悩める青年や老母のために昭
和に発行された雑誌を探している
中年女性など店にはいろいろなお
客さんがやってきて…。

父の日に投稿された記事がＸ上で
瞬く間に話題となった伊藤亜和は
いったい“何者”なのか。彼女の
フィルターを通して見えている世
界を体感し、彼女の一端に触れる
ことが出来る、家族、他人、愛に
まつわるエッセイ集。

われは熊楠　
岩井圭也／著　文藝春秋

古本食堂新装開店
原田ひ香／著　角川春樹事務所

存在の耐えられない愛おしさ
伊藤亜和／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

今月の新刊

　令和６年７月に新紙幣が発行されました。肖像となっているのは日本の近代化に大きく貢献
した渋沢栄一（一万円札）・津田梅子（五千円札）・北里柴三郎（千円札）です。図書室ではお
札に描かれた３人に関連する本を展示しています。この機会に是非偉人たちの功績を辿ってみ
てください。

※アプリの使用は無料ですが、通信費は利用者のご負担となりますことをあらかじめご了承ください。

○広報さかえがスマートフォンより無料アプリで閲覧できます！
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３日㈯
○水墨画家 ｢村井龍全｣ さんによる作品展示・販売
時　間　11 時～ 16 時
会　場　ドラムの里交流室
問合せ　栄町観光協会事務局　大三川
　　　　 090-2304-0570

４日㈰
○マジシャン「LUKU」
○大道芸 　    「KAYA」
時　間　12 時～
会　場　ドラムの里ウッドデッキ
問合せ　ドラムの里コスプレの館
　　　　 85-8155

▲ドラムの里 HP

５日㈪・13 日㈫
19 日㈪・26 日㈪

夏の風物詩！ドラムの里 「ゆかたまつり」夏の風物詩！ドラムの里 「ゆかたまつり」

今月の休館日

～夏の思い出作ろう YO!2024 ～
開催日　８月 17 日（土）・18 日（日）
◎水鉄砲で射的 対象：小学生まで 1 日 15 名限定（景品あり）
時　間　13：00 ～
◎ 18 日限定出店
わたや「やきそば」対面販売
※悪天候の場合中止
◎季節の蜂蜜が大特価
◎とうもろこし・梨などのフルーツをお手頃価格でご提供！
地元農家さんの新鮮旬野菜も多数取り揃えております。
皆様のご来店心よりお待ちしております。

龍の産直館情報龍の産直館情報

８/ ３( 土 )・４( 日 )

９時～ 19 時 30 分
コスプレ着付け申込みは 18 時まで
※小雨決行・荒天中止

　ドラムの里では開館時間を延長して「ゆかたま
つり」を開催します。　　　　　　　　
　コスプレの館では浴衣のレンタル料金が通常
2,000 円のところを期間中どなたでも 1,000 円

（町民 500 円）でレンタルできます。さらにレン
タルされた方にはハズレなしの大抽選会に参加で
きます。
　そのほか写真スポットとして竹灯籠エリアや風
車エリア、提灯エリアを設置します。また、キッ
チンカーも多数出店します。
　この夏はゆかたを着て楽しい時間を過ごしまし
ょう。
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　〇あらすじ　
　「印旛沼の主である優しい少
年龍と村人達との穏やかで平和
な交流の日々、そして迫り来る
自然破壊、それに対する龍王戒
めの大干ばつ！天の掟と苦しむ
村人達との間で葛藤する少年
龍。果たして彼の下した決断は
…？！」

　栄町吹奏楽団ドラムウィンドア
ンサンブルによる龍夢サマーコン
サートが８月１８日に開催されま
す。
だれもが知っているあの音楽で、
吹奏楽の世界を楽しもう！

日　

時　

８
月
18
日
（
日
）

開　

場　

13
時
30
分

開　

演　

14
時

会　

場　

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主　

催　

栄
町
教
育
委
員
会

出　

演　

　

栄
町
吹
奏
楽
団
ド
ラ
ム
ウ

　

ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　


95
‐
１
１
１
２

栄
町
吹
奏
楽
団

　

ド
ラ
ム
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　

第
４
回
龍
夢
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第 10 回記念公演第 10 回記念公演

日　

時　

８
月
４
日
㈰

　

昼
の
部　
　

開
演
12
時

　

夕
方
の
部　

開
演
16
時

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

さ
か
え
文
化
ホ
ー
ル

前
売
券

　

小
・
中
学
生　

５
０
０
円

　

一　

般　

１
，
５
０
０
円

※
当
日
券
は
２
０
０
円
増

　

療
育
・
障
が
い
者
割
引
有

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
（
休
館
日
を
除
く
）

主　

催

　

さ
か
え
市
民
み
ゅ
ー
じ
か

　

る
の
会

共　

催

　

栄
町
・
栄
町
教
育
委
員
会

後　

援

　

栄
町
商
工
会
・

　

社
会
福
祉
法
人
栄
町
社
会

福
祉
協
議
会

問
合
せ

　

宇
多

　


０
９
０
‐

　
　

１
２
１
５
‐
０
７
８
７

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　


95
‐
１
１
１
２

〝
栄
町
の
伝
説
〟「
印
旛
沼
龍
伝
説
」
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5 日㈪・13 日㈫
19 日㈪・26 日㈪

今月の休館日

●
む
ら
の
縁
日
・
夕
涼
み　
　

８
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
「
涼
む
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
夏
に
ち
な
ん
だ
製
作
体
験
、
怪

談
話
な
ど
縁
日
の
賑
わ
い
や
夕
涼
み
の
雰
囲
気
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
浴
衣
・
甚
平
の
方
は
入
場
無
料
で
す
。
16
時
30
分
以

降
の
入
場
料(

一
般
、
高
大
生)

は
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
開
館
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
実
演
・
体
験
】

●
お
箸
作
り　

８
月
６
日
㈫
か
ら
８
日
㈭
、
14
日
㈬
か
ら
16
日

㈮
、
20
日
㈫
・
22
日
㈭
・
23
日
㈮
・
27
日
㈫

　

鋸(

の
こ
ぎ
り)

や
鉋(

か
ん
な)

な
ど
、
基
本
的
な
大
工

道
具
を
使
い
な
が
ら
木
を
削
り
、
マ
イ
箸
を
作
り
ま
す
。
６
歳

以
上
対
象
。
小
学
３
年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

●
縄
文
栞
作
り　

８
月
17
日
㈯

　

縄
文
土
器
の
破
片
な
ど
の
模
様
を
ク
ー
ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
を
使

い
紙
に
写
し
取
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
に
挟
み
、
穴
を
開

け
て
紐
を
通
し
、
栞
を
作
り
ま
す
。
小
学
生
以
下
は
引
率
者
の

補
助
が
必
要
で
す
。

●
植
物
か
ら
繊
維
を
と
ろ
う　

８
月
17
日
㈯

　

昔
か
ら
麻
織
物
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
苧
麻(

ち
ょ

ま)

と
い
う
植
物
か
ら
繊
維
を
取
り
出
す
作
業
の
一
部
を
体
験

し
ま
す
。
小
学
1
年
生
以
上
対
象
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終

了
。
取
り
出
し
た
繊
維
は
持
ち
帰
れ
ま
せ
ん
。

●
ミ
ョ
ウ
ガ
餅
作
り　

８
月
21
日
㈬

　

上
総
地
方
の
農
家
に
伝
わ
る
夏
季
の
お
や
つ
、「
ミ
ョ
ウ
ガ

餅
」
を
作
る
工
程
を
実
演
し
ま
す
。

●
か
ん
た
ん
組
紐
ス
ト
ラ
ッ
プ　

８
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

丸
台
で
４
個
の
コ
マ
を
使
っ
て
木
綿
糸
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
ま
た

は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
小
学
生
以
上
対
象
。

▲金魚すくい
（むらの縁日・夕涼み）

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

　
　
　
　

95
‐
１
１
１
２

№ 294

　

浅
間
山
古
墳
と
岩
屋
古
墳
（
五
）

　
浅
間
山
古
墳
の
石
室
か
ら
は
、
も
う
一
つ
、
非
常
に
重
要
な
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
石
室
の
前
室
か
ら
、
木
の
葉
の
よ
う

に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
し
た
漆
の
膜
が
出
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
漆

塗
木
棺
（
う
る
し
ぬ
り
も
っ
か
ん
）
の
一
部
で
し
た
。
実
は
、
漆

塗
木
棺
は
事
例
が
限
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も
、
皇
族
や
身
分
の
高

い
人
物
に
し
か
使
わ
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
漆
塗
木
棺
の
多
く
は
畿
内
に
集
中
し
て
お
り
、
あ
の
壁
画
で
有

名
な
高
松
塚
古
墳
や
キ
ト
ラ
古
墳
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
同
じ
飛
鳥
の
地
に
築
造
さ
れ
た
マ
ル
コ
山
古
墳
を
こ
こ
で

は
取
り
上
げ
ま
す
。

　
マ
ル
コ
山
古
墳
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
築
造
と
推

定
さ
れ
、
最
近
の
調
査
で
六
角
墳
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

石
室
は
凝
灰
岩
の
切
り
石
を
積
み
上
げ
て
構
築
さ
れ
、
壁
面
が
漆

喰
で
白
く
塗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
浅
間
山
古
墳
は
、
石
室
の
内
側

が
全
て
白
い
粘
土
で
塗
り
固
め
ら
れ
て
お
り
、
石
室
内
が
白
い
と

い
う
点
で
、
両
者
の
石
室
は
似
通
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ル
コ
山
古
墳
の
漆
塗
木
棺
か
ら
は
、
30
代
前
半
か
ら
40
代
前
後
の
男
性
と
鑑
定
さ
れ
た
人

骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
築
造
さ
れ
た
時
期
か
ら
推
定
す
る
と
、
天
智
天
皇
の
第
二
皇
子
で
あ

る
川
島
皇
子
が
被
葬
者
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皇
族
以
外
で
、
漆
塗
木
棺
に
入
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
埼
玉
県
行
田
市
の
八
幡
山
古
墳
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
地

方
豪
族
の
子
女
が
、
采
女
（
う
ね
め
）
と
し
て
都
へ

送
ら
れ
、
天
皇
の
側
室
と
し
て
寵
愛
を
受
け
、
最
高

位
ま
で
登
っ
た
人
物
、
聖
徳
太
子
の
側
仕
え
と
し
て

活
躍
し
、
太
子
没
後
に
武
蔵
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
物

部
連
兄
麻
呂
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
漆
塗
木
棺
は
、
皇
族
や
身
分
の
高

い
人
物
の
古
墳
に
見
ら
れ
る
重
要
な
要
素
で
し
た
。

漆
塗
木
棺
が
設
え
ら
れ
た
浅
間
山
古
墳
も
ま
た
、
非

常
に
高
い
身
分
を
有
し
た
人
物
が
眠
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

▲ほおずき提灯
（むらの縁日・夕涼み）

▲マルコ山古墳の石室
画像提供：明日村教育委員会

(『飛鳥の奥津城』2005 年奈良文化財研究所 )
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●材料　２人分　ホットケーキミックス 50 ｇ　牛乳 50 ｍｌ　　
　　　油大さじ１/ ２　レーズン大さじ２
●作り方
①ポリ袋にホットケーキミックス、牛乳、レーズン、油を入れ、　
ポリ袋の上から揉んで、混ぜ合わせる。
②袋の空気を抜き、口部分を縛る。
③鍋に皿を敷いてお湯を沸騰させ、１０分加熱し、さらに裏返し　
て１０分加熱する。
１人分エネルギー：１８５キロカロリー

●ポリ袋に材料と調味料を入れ、水を張った鍋で加熱するだけで簡単に調理することができ
ます。鍋の水を使い回すことで水を節約することができるので、災害時には、「ポリ袋クッ
キング」を活用してみましょう。

災害時にポリ袋クッキング「蒸しパン」

災害時備えよう！
持病のある方・そのご家庭はぜひ確認！！

問合せ　健康介護課健康推進班　　 33-7708

３つのポイント！！

お薬手帳は、今まで処方されたお薬やどんな病気の治療をしているのかがわ
かる手帳です。災害時にふだん飲んでいる薬が手元にない場合でも、医師は
病状を知る手がかりになります。いざという時にすぐに持ち出せるようにし
ましょう。

災害によるストレスや生活リズムの崩れ、日常
と異なる食生活で、症状の悪化や合併症を併発
する可能性があります。日頃の健康管理に努め
ましょう。

〈普段から飲んでいる薬の予備を準備〉
災害時、通院中の病院やクリニックを受診できるとは限りません。１週間分ほど予備の薬を用
意し、すぐに持ち出せるようにしましょう。

〈普段から食事の目安量を覚えておきましょう〉
避難所等で支給される食事やおにぎりや菓子パン・インスタント食品等は炭水化物が中心の
為、エネルギー過多や血糖コントロールが悪化する可能性があります。

①「お薬手帳」の活用

②災害時の対処方法を日頃から主治医と話し合っておきましょう

③日頃から生活習慣病等が悪化しないように、食事や運動に
　気をつけ治療継続に努めましょう

　大災害は、今後もいつ、どこで起こるかわかりません。一人一人が災害への備えをしておくこ
とが重要です。
　特に、高血圧や糖尿病等の持病がある方は、治療を中断する事で症状が悪化することのないよ
う、事前に備えておきましょう。
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問合せ
栄町こども家庭センター　 37-7185

（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今月の休館日
４日㈰・５日㈪・

11 日㈰～ 13 日㈫・18 日㈰・
19 日㈪・25 日㈰・26 日㈪

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　栄町こども家庭センター　　 37-7185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         健康介護課健康推進班　　　 33-7708
健康インフォメーション

健　診　名 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　容

はみがきレッスン
（当日受付可）

８月１日㈭ キッズランド
健康介護課
健康推進班
⑤番窓口

未就学のお子さんとそ
のご家族 お口の健康チェック・相談

２歳６か月児歯科健康診査 ８月 22 日㈭ ふれあいプラザさかえ
３階大会議室

令和３年 11 月 /12 月
生まれの子 歯科診察／歯科相談

３・４か月乳児相談 ８月６日㈫ キッズランド
こども家庭
センター

令和６年３月 / ４月
生まれの子

医師診察 / 身体測定 / 保健・育
児相談 / ブックスタート

２歳児歯科健康診査 ８月 22日㈭ ふれあいプラザさかえ
３階大会議室

令和４年７月 / ８月
生まれの子

歯科診察 / 身体測定 / 保健・栄
養・歯科相談

※予約制となっておりますので、健診などの個別通知をご確認ください。

乳幼児の体調不良時のホームケアと受診のタイミング

１. 乳幼児の体調不良

　夏は、ヘルパンギーナや手足口病、咽頭結膜
熱などの夏風邪の流行や、暑さによって免疫力

が下がってしまうことで
感染症にかかり、体調不
良になることがあります。
特に初めての子育てでは、
家庭でどのようなケアを
行えばよいか迷うことも
あると思います。

　子どもは大人に比べて体重に占める水分量が
多く、大人が約６割に対し、子どもは約７～８
割です。必要量が多い一方で、病時には水分が
体から抜けるスピードも非常に早いので水分補
給が重要です。
　嘔吐や下痢時の水分摂取は「少しずつ」から
始め、「頻回に」進めていくのがポイントです。
飲ませるものは、白湯、麦茶、イオン飲料など
吸収がよいものがよいです。柑橘系など酸味の
あるものは吐きやすいので避けましょう。

２. ホームケア ・ 水分摂取

　温め過ぎることは熱性けいれんのリスクを高
めます。手足が冷たく、寒気があれば温めます
が、手足が温かいようなら
夏は涼しくするなど快適な室
温に調整しましょう。

3. ホームケア ・ 環境調整

　生後３か月未満の発熱や、生後３か月以上で
あっても水分がとれていない場合、尿量や回数
が減少した場合は受診が必要です。「普段の発
熱と様子が違う」「症状がいつもと違う」とい
った「違和感」を感じたら受診しましょう。
　夜間、受診のタイミングに困ったら、こども
急病電話相談♯ 8000（午後７時～翌午前８時）
に相談できます。
　体調不良時の対応など、こども家庭センター
でもご相談できますのでご連絡ください。

4. 小児科受診のタイミング
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今月の休館日

１日㈭午後休館・５日㈪・
12 日㈪・13 日㈫・
19 日㈪・26 日㈪

開館時間 / ９時～ 12 時

　13 時～ 16 時

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
は
予
約
な
し
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
予
約
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
混
雑
状
況
に
よ
り
利
用
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
外
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。   

　

身
長
・
体
重
の
計
測
、
健
康
相
談

日
　
時　

８
月
１
日
㈭
（
要
予
約
）

　
　
　
　

９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

会
　
場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

※
次
回
は
９
月
４
日
㈬
を
予
定

日
　
時   

８
月
24
日
㈯
（
要
予
約
）

　
　
　　

①
９
時
15
分
か
ら

　
　
　
　

②
10
時
45
分
か
ら

会
　
場
　
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

内
　
容
　
ド
ラ
ム
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
サ
ッ
ク

ス
奏
者
の
方
が
来
て
く
れ
ま
す
。
一

緒
に
音
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
８
月
１
日
㈭
か
ら
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
に
て
予
約
開
始
。

　

絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時　

８
月
31
日
㈯

　
　
　
　

11
時
45
分
か
ら
12
時

会　

場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

　

月
・
水
・
金
曜
日
の
通
常
開
設
で
す
。

　

お
天
気
の
良
い
日
は
園
児
と
一
緒
に
園

庭
や
テ
ラ
ス
で
水
遊
び
を
し
ま
す
。

持
ち
物　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
着
替
え
・

　
　
　
　

タ
オ
ル
な
ど

※
お
盆
休
み　

８
月
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　栄町に引越してきて 1 年。当時はつたい歩き
で移動していた娘が、今では走り回るほどに！近
所の踏切が鳴ると「あー！」と言いながら猛ダッ
シュで見に行き、公園ではひたすら走り回る体力
おばけな娘。笑
　咲茉ちゃんがいるとその場に笑顔が溢れる、そ
んな自慢の娘です♡
　パパとママの娘に生まれてきてくれてありがと
う！だいすきよ♡

今月の龍夢っ子

( 令和４年10月生まれ )西谷　咲茉ちゃん
えま

Q　名前をつけた時のエピソードは？
A　茉莉花（ジャスミン）のように穏やかで、誰
からも愛される女の子になりますように。

おうちの人に聞いてみました！！

す
こ
や
か
タ
イ
ム

　LINE　▶ 
　QR コード

　キッズランドは、子育て中の方が、情報を交換したり、子育ての悩みを話すなど、親子で楽しく
過ごせる施設です。

　キッズランドの利用および子育て相談などは、栄町公式アカウント LINE か
ら予約できます（一部の日程を除く）。初めての方もお気軽にご利用ください。

お
は
な
し
の
く
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
安
食
保
育

園
内
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にしたに
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　介護職員初任者研修は、ホームヘル
パー２級にかわる資格です。

日　時　９月 11 日㈬～ 11 月１日㈮
　　　　毎週火・水・金曜日
　　　　９時 30 分から 18 時ごろ
会　場　ふれあいプラザさかえ３階視
　　　　聴覚室ほか
対象者　18 歳以上の方で介護の仕事
に関心のある方　ただし、応募多数の
場合は、次の方を優先します。
　①栄町在住の方
　②栄町の医療・介護施設に勤務して
　いる方
　③栄町の医療・介護施設に勤務予定
　の方
費　用　受講料 20,000 円・
　　　　テキスト代 7,000 円程度
※テキスト代は、受講決定後に集金し
ます。
定　員　12 人
申込み・問合せ　
　事前に電話予約の上、
　８月 28 日㈬までに受講料を添え　
　て、　健康介護課地域包括支援班へ
　　 33-7709

　県民手帳は、県内の主要統計情報
や中央・県内主要官公庁一覧のほか、
各市町村別、月別の行事などが記載
された千葉県統計協会発行の手帳で
す。ご希望の方は、下記までお申込み
ください。

色の種類　紺色・黄色・赤色
金　額　　１冊 600 円（税込）
サイズ　　85mm × 145mm
申込み　　８月 23 日㈮まで
申込書配布場所　役場１階受付・
　　ふれあいプラザさかえ窓口
申込み・問合せ　
　企画財政課企画広報室
　　 33-7773
※申し込まれた方には、納品（10 月
中旬頃）され次第ご連絡いたします。
代金は手帳と引換えとなります。

　

　町では、成田市・佐倉市・富里市・
八街市・香取市・酒々井町・千葉県ジ
ョブサポートセンターとの共催で次の
セミナーを開催します。

〇再就職セミナー
日　時　９月 18 日㈬
　　　　10 時から 12 時（セミナー）
会　場　成田市役所６階中会議室
内　容　女性を取り巻く環境、自己分
析で強みを見つける。応募書類と面接
対策。
対　象　在職・求職中問わず就職活動
中の女性
定　員　20 名（先着順）

〇出張相談
日　時　９月 18 日㈬
　　　　13 時 30 分から 16 時
対　象　同日セミナー参加者
※本出張相談は雇用保険の求職活動実
績の対象外です。
定　員　４名（先着順）
※参加費は無料です。
託児室を用意しておりますが、人数に
限りがございますので、８月 22 日㈭
までに申込ください。
申込み・問合せ　
　経済環境課商工観光班
　　 33-7713
　　

　お腹を空かせた野良猫がいたら、え
さを与えたいという気持ちは、誰でも
あります。しかし、えさを与えること
は、不幸な猫を増やしていくことにつ
ながります。また、近隣住民とのトラ
ブルの発生にもつながっていきます。

〇猫自身に与える影響
　猫が繁殖して増えれば、縄張り争い
がおこり、怪我や事故にあう猫が増え
ます。また、猫同士の接触やけんかを
通じて、感染症が流行しやすくなりま
す。他にも妊娠、出産の繰り返しで母
体に負担がかかり、衰弱してしまいます。

〇近所とのトラブルの発生
　野良猫にえさを与えることによっ
て、糞尿被害が発生したり、車に傷を
つけたりして、近隣住民とのトラブル
に発展することがあります。

〇野良猫のためにできること
　野良猫のために、飼い主を探して、
猫を保護してもらうことや、不妊・去
勢手術をおこなって、これ以上不幸な
猫を増やさないようにお願いいたします。

問合せ　経済環境課環境対策室
　　　　 33-7713

　幼児期からの規則正しい食生活と丈
夫な歯でゆっくりかむことへの習慣作
りをすすめるため「かむ子・のびる子・
元気な子」～健康かみかみ弁当～作品
を募集します。

応募資格　県内在住・在勤・在学のかた
応募方法　応募用紙と完成したお弁当
の写真をメールまたは郵送にて提出
申込み期限　９月４日㈬まで
応募先
　・メールの場合
　　chiba-dha@rapid.con.ne.jp
　・郵送の場合　
　　〒 261-0002
　　千葉市美浜区新港 32-17　
　　千葉県口腔保健センター内
　　（社）千葉県歯科衛生士会
※実施要領・応募用紙等詳細はホー
ムページでご確認ください。
問合せ　（社）千葉県歯科衛生士会
　　　chiba-dha@rapid.con.ne.jp

●幹部候補生（一般）
応募資格
大卒程度試験：22 歳以上 26 歳未満
の方（20 歳以上 22 歳未満の方は大
卒（見込含）、修士課程修了者等　（見
込含）は 28 歳未満の方）
院卒者試験：20 歳以上 28 歳未満の方、            
修士課程修了者等（見込含）
申込み　８月 26 日㈪～９月 26 日㈭
試験日　１次：10 月５日㈯

●キャリア採用幹部
応募資格　
　大卒以上の方で、応募資格に定めら
れた学部・専攻学科等を卒業後、２年
以上の業務経験のある方

申込み　８月１日㈭～ 10 月 11 日㈮
　　　　（陸・空キャリア採用幹部）
試験日　陸：11 月１日㈮
　　空：10 月 30 日㈬～ 11 月１日㈮
※各募集に係る詳細な内容について　
　は、お問い合わせください。
問合せ　自衛隊成田地域事務所
　　　　　　　　 22-6275

栄町介護職員研修受講生募集
のお知らせ

女性向け再就職セミナー・
出張相談

｢かむ子・のびる子・元気な
子｣ 料理コンクール作品募集

自衛官の募集

▲募集 HP
2025 年版県民手帳の申込み

野良猫にえさを与えている方へ
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日　時　８月 17 日 ( 土）
　　　　11 時から 11 時 30 分
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　音楽室①　　
対　象　幼児から小学校低学年まで
入場料　無料
申込み　当日会場にて
問合せ　生涯学習課社会教育班
              95-1112

　龍角寺の周りには、不増不減の石
や、八つの井戸、龍燈腰掛けの松など
の不思議な話が言い伝えられていま
す。本パネル展では、龍角寺の七不思
議の伝承地を写真や地図とともにご紹
介します。

日　時　８月３日㈯から
　　　　９月 20 日㈮まで
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　１階ロビー
問合せ　生涯学習課文化財班
　　　　 95-1112

　

　

　「未来のごみ箱」をテーマに絵画作
品を募集。

対　象　県内の小学１年生から６年生
募集企画　八つ切り画用紙
　　　　（27cm × 38cm、縦横自由）
　　　　１人１作品
募集期間　９月 13 日㈮まで（必着）
申込み・問合せ
　夏休みエコ絵画コンクール運営事務局
　 043-242-6810

　
ふれあいプラザさかえ
　今月の休館日

　　
５日㈪・12 日㈪・13 日㈫・

19 日㈪・26 日㈪

　

　町内在住・在勤者を対象に町民プー
ルを開放します。
日　時　８月１日㈭から 20 日㈫
　　　　10 時から 12 時
　　　　13 時から 16 時
場　所　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校隣）　　
入場料　無料
注意事項
　○乳幼児は必ず保護者が付き添って
　　ください。
　○貴重品は各自で管理をお願いします。
　○監視員の指示に従って利用してく
　　ださい。
　○天候により開放を中止する場合が
　　あります。
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　　　　　 95-1112

　
　

　

　
日　時　８月 25 日（日）・31 日（土）
　　　　10 時から 12 時
※少雨決行
※ 25 日または 31 日のみの参加も可
とします。
場　所　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校隣）　　
対　象　小学生５年生以上の方
　　　　※小学生は保護者同伴
参加費　１回につき 300 円
　　　　（各回の保険代として）
※教室当日受付にてお支払いくださ
い。
申込み　８月 17 日（土）まで
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　 95-1112

①災害の備え、できていますか？

日　時　９月 11 日㈬
　　　　10 時から 12 時
場　所　竜角寺台コミュニティーホール
定　員　10 組

②プライベートゾーンってなあに？

日　時　９月 18 日㈬
　　　　10 時から 12 時
場　所　竜角寺台コミュニティーホール
定　員　5 組

受付開始　８月 1 日㈭から

問合せ　栄町こども家庭センター　
　　　　 37-7185
※定員に達し次第受付終了

　　　　　
　　　　　▲ LINE 予約

日　時　８月 24 日㈯
　　　　10 時 30 分から 12 時 30 分
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階調理実習室、大会議室
内　容　・食育ミニ講話
　　　　（講師：工藤　隆之氏）
　　　　・調理実習
協　賛　ナリタヤ
対　象　小学生
定　員　15 名（申込先着順）
参加費　１人 300 円
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、
　　　　上履き、マスク、
　　　　水分補給用飲み物、カトラリ
　　　　ー（箸、スプーン、フォーク）
メニュー　おにぎらず、オクラとトマト
　　　　のスープ、牛乳寒天入りフル
　　　　ーツポンチ
※メニュー内容は都合により変更にな
る場合があります。
※調理実習の班分けは、くじ引きで決
定します。あらかじめ、ご了承くださ
い。
申込み・問合わせ
　８月 16 日㈮まで
　健康介護課健康推進班へ
　 33-7708

　

町民プールの一般開放

教えて！
龍角寺のななふしぎパネル展

　　　　　　　はっぴいルーム

第 19 回夏休み
エコ絵画コンクール開催

夏休みこども料理教室～楽しく
おいしい簡単ランチを作ろう～

夏のおはなし会

カヌー教室参加者募集

▲募集 HP
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※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。
※詳細は、各警察署の地域課へお問い合わせください。

よせられた善意よせられた善意

町へ
○ふるさと応援寄附金 ( ６月受付）
　佐倉　幹洋　　　　52,000 円
　匿名（858 件）　　　　　　　                                          

9,844,000 円
社会福祉協議会へ ( ６月受付分）
○一般寄附金
　ザ☆チバラギＦＸ＆旧車チャリ
   ティーミーティング実行委員会
　　　　　　　　　　43,000 円

匿名（２名）　　　　7,000 円

　社会福祉協議会では、在宅介護
の家族支援、高齢者の移動手段の
確保、一人暮らし高齢者の見守り
など地域のボランティアの力を得
て実施しています。
　これらの活動は、会員の皆様か
らの会費、寄附・募金を財源とし
て賄われています。
　住みやすい地域づくりのために
ご支援ください。
　町内の各事業者様には毎年会員
加入をお願いしています。現在会
員になっていない法人・商店・団
体、個人等の皆様におかれまして
も、地域福祉の向上のため、ご理
解とご協力をお願いいたします。

①賛助会員　一口１，０００円

②特別会員　一口５，０００円

申込み・問合せ
　社会福祉協議会　 95-1100

栄町社会福祉協議会の賛
助会員・特別会員を募集
しています！

ふれあいプラザさかえ

21 日㈬ ９時 30 分から 11 時まで

７日㈬・29 日㈭ 13 時 30 分から 15 時まで

さかなおコミュニティセンター

６日㈫・23 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

房総のむら（入場門前）

1 日㈭・27 日㈫ 9 時 30 分から 11 時まで

14 日㈬ 13 時 30 分から 15 時まで

JAとれたて産直館栄店

８日㈭・23 日㈮ 10 時から 11 時 30 分まで

　契約をするかどうか、誰とどのような内容や方式で契
約をするかは、法令に反しない限り当事者は自由に決め
ることができます。　　　
　契約にあたっては必ずしも書面を作成する必要はな
く、口約束でも成立します。契約が成立すると一方的に
解約をすることができません。契約相手が「いいですよ」
と承諾（合意）したときに解約ができます。一方、契約
書面の交付義務がある契約もあります。

★特定商取引法及び預託法で定める取引では、消費者に
十分な情報を提供して、その合理的な意思決定の機会を
確保し、消費者トラブルを防止の観点から、事業者に対
して契約書面等の交付を義務付けています。社会全体に
おけるデジタル化の推進の必要性や、新型コロナウィル
ス感染症の対応等を背景として、2023 年 6 月 1 日から
消費者の承諾を得た場合に限り、書面は電磁的方法（電
子メールなど）により提供することが可能になりまし
た。

★寄せられる相談の多くは契約トラブルです。トラブル
を防ぐためには以下に注意！
①契約内容や説明などを書面やデータをできるだけ残
し、後日確認できるようにしましょう。
②訪問販売の場合、クーリング・オフができます。期限
がありますので早めに手続きしましょう。
③セールストークをうのみにしない。契約書にその旨記
載があるかどうか確認しましょう。
④解約条件を確認しましょう。解約したいと思っても、
消費者に不利な条件が記載されている場合があります。
⑤買い物レシートは不具合があった時などに必要ですの
で、しばらくは捨てずに保存しておきましょう。

契約って何だろう？

（敬省略）

相談日時
13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫

（9 時 30 分～ 12 時 /13 時～ 15 時 30 分）

●栄町消費生活相談員からのワンポイントアドバイス
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AugustAugust
20242024 ８月８月

１ 木
すこやかタイム【P.21】
はみがきレッスン【P.20】

２ 金

３ 土
ゆかたまつり【P.16】

４ 日
ゆかたまつり【P.16】
さかえ市民ミュージカルの会公演【P.17】

５ 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

６ 火 ３・４か月乳児相談【P.20】

７ 水

８ 木

９ 金

10 土 土曜開庁

11 日 【山の日】

12 月
ふれプラ休館日

【振替休日】

13 火 ふれプラ・ドラムの里休館日

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日 第４回龍夢サマーコンサート【P.17】

19 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

20 火

21 水

22 木
２歳児歯科健康診査【P.20】
２歳６か月児歯科健康診査【P.20】

23 金

24 土
土曜開庁
わくわくタイム【P.21】

25 日

26 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土 おはなしのくに【P.21】

今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
９月末日の方は、８月１日
㈭から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。
健康介護課　 33-7709

町・県民税　・・・・２期
国民健康保険税・・・２期
後期高齢者医療保険料２期
介護保険料・・・・・２期
　　
　　　納期限　９月２日㈪

　毎月第２・第４土曜日に各
種証明書を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 19,770 人 （+18）
男 9,752 人 （+18）
女 10,018 人 （０）

世帯数 9,374 世帯 （+31）

栄町朗読奉仕会のご協力により、
目の不自由な方に音声の「広報さ
かえ」をお届けしています。
社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

●各種相談

●休日の救急・夜間診療　（受付時間は診療終了の 15 分前まで）

７月１日現在（前月比）

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
５日㈪
13 時 30 分から 16 時まで

（最終受付 15 時）

役場３階
第１会議室

くらし安全課
 33-7710

心の相談
（事前予約）

６日㈫・20 日㈫・27 日㈫
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２枠受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いんば障害者

相談センター
 99-2501デイケアクラブ

「ほっとする～」
（事前予約）

２日㈮・16 日㈮
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

消費生活相談
13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫
９時 30 分から 12 時まで /13 時
から 15 時 30 分まで（最終受付）

役場４階
経済環境課

経済環境課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日※ 13 日㈫休み
10 時から 15 時まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
ゆうがく館

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
（事前予約）

14 日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

21 日㈬
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

法律相談
（事前予約）

22 日㈭
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

認知症カフェ
オレンジサロン

16 日㈮　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
９日㈮・23 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

 043-308-6332

不動産相談
20 日㈫
10 時から 12 時まで
( 最終受付 11 時 30 分）

役場２階
第２会議室

企画財政課
 33-7773

交通事故相談
（事前にお問合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千葉県庁
本庁舎２階

千葉県交通事故相談所

 043-223-2264

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001
印西総合病院 33-3000・国際医療福祉大学成田病院 35-5600
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
診療科目 診　療　日 診療時間

小児科・内科

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

外　科
日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時
19 時～ 23 時

歯　科
祝日（日曜日は除く）・振替休日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

救急安心電話相談 ①月曜日～土曜日　＃ 7119
②日曜日・祝日・年末年始・ＧＷ

 ① 18 時～翌朝８時
 ②　９時～翌朝８時

診療科目 診　療　日 診療時間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

９時～ 17 時
19 時～ 23 時

子ども急病電話相談 毎日　＃ 8000 19 時～翌朝６時



栄
町
議
会
だ
よ
り

栄
町
議
会
だ
よ
り

発
行
　
栄
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

栄 町 議 会 だ よ り１

令
和
令
和
66
年年
66
月
定
例
会
　
第

月
定
例
会
　
第
129129
号号

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
、
６
月
４
日
か

ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
監
査
委
員
の
選
任
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
な
ど
の
人
事
案
件
４
件
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改

正
、
道
路
線
の
変
更
及
び
認
定
、
４
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
合

わ
せ
て
、
14
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
請
願
を
除
き
全
議
案

等
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
傍
聴
者
は
延
べ
54
名
で

し
た
。

長
門
川
水
道
企
業
団
議
会
議
員

議
員
か
ら　
　
　

石
橋　

善
郎

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

徹
夫

　
　
　
　
　
　

早
川　

久
美
子

学
識
経
験
者
か
ら

　
　
　
　
　

玉
野　

辰
弘　

氏

印
西
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

信
正

　
　
　
　
　
　
　

新
井　

茂
美

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

議
会
議
員
　
　
　
三
浦　

容
子

　
　
　
　
　
　
　

間
瀨　

真
一

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員　
　

大
野　

博

栄
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙　
　
　

委
員　
　

穴
原　
　

昌
弘　

氏

　
　
　
　

中
村　
　

光
夫　

氏

　
　
　
　

大
須
賀　

多
美
子
氏

　
　
　
　

埜
嵜　
　

久
雄　

氏

補
充
員　

越
前
谷　

重
利　

氏

　
　
　
　

眞
田　
　

幸
夫　

氏

　
　
　
　

池
浦　
　

昭
吾　

氏

　
　
　
　

石
川　
　

京
子　

氏

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
栄
町
税
条
例
の
一
部
を

専
決
処
分
に
よ
り
改
正
し
た
も

の
で
す
。

議
案
第
２
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
栄
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
専
決
処
分
に
よ
り
改

正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
栄
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
専
決
処
分

に
よ
り
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，

５
７
８
万
６
千
円
を
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

76
億
８
，
２
８
８
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

議　

長
に　

大
野　
　

博　

氏

副
議
長
に　

石
橋　

善
郎　

氏　

が
当
選

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、
道

路
照
明
設
置
改
修
工
事
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

特
に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て

行
わ
れ
た
、
龍
伝
説
の
短
編
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
と
コ
ラ
ボ
し
た
、

ド
ロ
ー
ン
の
シ
ョ
ー
で
は
、
龍

の
複
雑
な
動
き
を
は
じ
め
、
打

ち
上
げ
花
火
な
ど
、
光
の
演
出

に
よ
り
夜
空
を
彩
り
、
会
場
に

お
こ
し
の
方
々
か
ら
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

栄
町
に
と
っ
て
も
、
未
来
に
向

け
た
歴
史
と
記
憶
に
残
る
、
新

た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が

で
き
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

７
／
７
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開

番
組
に
つ
い
て

　
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

開
館
30
周
年
記
念
」
並
び
に

　

栄
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
に
開
催
さ
れ
た
、
令
和
６
年
第

１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議
長
及
び
一
部
事
務
組
合

等
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
４
件
な
ど
を
含
め
13
議
案
等
が
可
決

請
願
は
不
採
択

橋
本
町
長
の
行
政
報
告

「
栄
町
町
制
施
行
70
周
年
記
念

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
と
し

て
、
７
月
７
日
に
、
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
さ
か
え
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
民
謡
魂　

ふ
る
さ
と
の
唄
」
の
公
開
収
録

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

是
非
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

被
災
場
所
応
急
処
置
に
か
か
る

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

近
年
は
、
線
状
降
水
帯
が
各

地
で
発
生
し
、
台
風
も
大
型
化

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
水
期
や
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

町
職
員
を
対
象
と
し
た
、
被
災

場
所
に
お
け
る
応
急
処
置
訓
練

を
行
い
、
災
害
発
生
時
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
「
持
続
可
能
性
」

分
析
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

先
般
、
人
口
戦
略
会
議
か

ら
公
表
さ
れ
た
、「
令
和
６
年 

地
方
自
治
体
持
続
可
能
性
分

析
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
り
ま
す

と
、
20
～
39
歳
の
女
性
人
口
の

減
少
率
が
、
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
５
０
年
ま
で
の
間
に
、

50
％
以
上
と
な
る
自
治
体
を
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
と
し
て
示

さ
れ
、
栄
町
も
前
回
公
表
時
か

ら
引
き
続
き
、
消
滅
可
能
自
治

体
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
発
表
し
た
、
県

内
に
お
け
る
栄
町
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
０
．
99
で
、
銚
子

市
と
並
ん
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

栄
町
百
年
後
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
に
、
ド
ラ
ム
の
里

及
び
房
総
の
む
ら
旧
学
習
院

初
等
科
正
堂
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
千
葉
県
を
は
じ
め
、
成
田

市
及
び
房
総
の
む
ら
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、「
千
葉
県
誕
生

１
５
０
周
年
記
念
事
業
・
栄
町 

町
制
施
行
70
周
年
記
念
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
事
業
」
と
し
て
「
栄
町

百
年
後
芸
術
祭
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

延
べ
５
千
人
も
の
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。



２栄町議会だより

る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、
国

民
健
康
保
険
資
格
管
理
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

  

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
88
万

円
を
増
額
し
、
総
額
17
億
８
，

６
３
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

  

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
地
域
支
援
事
業
交
付
金

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

第
４
条
予
算
の
資
本
的
収
入

の
う
ち
、
企
業
債
及
び
補
助
金

の
予
定
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
企
業
債
と

国
庫
補
助
金
の
予
算
組
み
替
え

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
70
万

円
を
増
額
し
、
総
額
79
億
１
，

６
０
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で

は
、
町
道
維
持
管
理
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。

発
議
案
第
１
号　
　

全
員
賛
成

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
21
世
紀
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
責
任
を

持
つ
と
と
も
に
、
教
育
水
準
の

維
持
向
上
と
地
方
財
政
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

発
議
案
第
２
号　
　

全
員
賛
成

　

国
に
お
け
る
令
和
７
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
教
育
が
未

来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
日

本
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

十
分
な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と

が
国
民
の
共
通
し
た
使
命
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
さ
れ
、
必
要

な
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

請
願
第
１
号　
　
　

賛
成
少
数

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨

時
駐
車
場
造
成
工
事
差
し
止
め

に
関
す
る
請
願
書

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨

時
駐
車
場
造
成
工
事
に
つ
い

て
、
利
用
頻
度
が
極
め
て
低
い

臨
時
駐
車
場
の
不
便
さ
改
善
と

利
便
性
の
向
上
の
た
め
だ
け

に
、
工
事
費
２
，
３
０
０
万
円

を
投
入
す
る
こ
と
は
町
民
と
し

て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は

当
面
凍
結
す
る
よ
う
求
め
る
も

の
で
す
。

報
告
第
１
号

　

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

栄
町
一
般
会
計
予
算
に
よ
り

定
め
た
継
続
費
の
令
和
５
年
度

年
割
額
に
係
る
歳
出
予
算
の
経

費
の
う
ち
、
支
出
を
終
わ
ら
な

か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
逓
次
繰

い
う
、
非
常
に
残
念
な
結
果
を

残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
持
続
可
能
な
町
を

実
現
す
る
た
め
、
特
に
若
い
世

代
の
流
入
促
進
と
、
流
出
の
防

止
を
図
り
、
出
生
率
の
向
上
に

向
け
て
、
子
ど
も
を
産
み
、
子

育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
、一
層
の
危
機
感
を
持
っ
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

　

物
価
や
人
件
費
な
ど
の
高
騰

に
よ
る
、
財
政
へ
の
影
響
も
危

惧
さ
れ
る
状
況
が
伺
え
る
こ
と

か
ら
、
千
葉
県
町
村
会
を
通
し
て

　

①
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
お
け
る
、
運

用
経
費
の
財
政
措
置

　

②
防
災
・
減
災
関
連
地
方
債

等
の
期
間
延
長
及
び
充
実
強
化

　

③
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

　

④
土
地
改
良
事
業
等
に
対
す

る
、
補
助
率
の
拡
充

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
国
や
県
に
対
し
、

町
が
抱
え
る
様
々
な
財
政
上
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
、

財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
、
定
例
会

　

初
日
（
６
月
４
日
）
に
行
わ

　

れ
た
も
の
で
、
現
時
点
の
状

　

況
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙　
　
　
　

議
員
か
ら　
　
　

大
野　

徹
夫

　
　
　
　
　
　
　

野
平　
　

薫

学
識
経
験
者
か
ら

　
　
　
　
　

高
塚　

茂
明　

氏

諮
問
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
委
員
の
候
補
者
と
し

て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
べ
く
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

長
澤　

房
枝　

氏

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

た
栄
町
監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
そ
の
後
任
委
員
を
選

任
す
べ
く
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

早
川　

久
美
子

議
案
第
２
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
後
任
委
員
を
選
任
す

べ
く
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

新
村　

栄
一　

氏

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
後
任
委
員
を
任
命
す

べ
く
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　

大
久
保　

雅
從　

氏

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
条
例
中
で
引
用
す
る
法
律

の
規
定
の
条
項
名
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
道
路
線
の
変
更
及
び
認

定
に
つ
い
て

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨

時
駐
車
場
造
成
工
事
に
伴
い
、

町
道
１
１
０
２
８
号
線
の
一
部

が
造
成
区
域
内
に
入
る
こ
と
か

ら
、
当
該
路
線
を
変
更
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
１
路
線
を
認

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
，
２
４
４
万
３
千
円

を
増
額
し
、
総
額
79
億
１
，

５
３
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。　

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、

定
額
減
税
補
足
給
付
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

事
業
、
新
た
な
住
民
税
非
課
税

等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

49
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額

26
億
５
４
２
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ

議

案

審

議



３ 栄町議会だより

り
越
し
た
旨
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
第
３
条

及
び
（
第
９
号
）
第
２
条
並
び

に
（
第
10
号
）
第
２
条
に
よ
り

定
め
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
報
告

す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
３
号

　

下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

　

国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
よ

り
採
択
を
受
け
た
事
業
に
係
る

予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

旨
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

髙
萩　

初
枝

問　

人
口
戦
略
会
議
が

２
０
５
０
年
ま
で
の
地
方
自
治

体
の
人
口
の
増
減
の
分
析
結
果

を
公
表
。
栄
町
は
▲
64
．
５
％
。

様
々
な
自
治
体
の
対
策
で
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
の
が
、
教
育

と
福
祉
の
充
実
。
町
長
は
こ
の

よ
う
な
実
態
を
ど
う
と
ら
え
、

ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か
。

答　

中
身
に
関
し
て
の
充
実
等

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
で

は
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
子

ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
が
、
や
は

り
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
く
こ
と

は
基
本
だ
と
も
考
え
て
い
る
。

教
育
委
員
会
か
ら
も
答
弁
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

　

他
に
も
教
育
だ
け
で
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
総
合
的
に
人
口
減
少
と

い
う
課
題
に
対
し
て
は
か
み
合

っ
て
い
く
の
で
、
複
合
的
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
今
年
度
策
定
す
る

栄
町
の
子
ど
も
計
画
に
お
い
て

は
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も

を
守
り
、
育
て
る
、
こ
う
い
っ

た
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
、
教
育
面
だ
け
で
は

な
く
総
合
的
に
、
子
育
て
し
や

す
い
町
で
あ
っ
た
り
、
例
え

ば
、
許
し
合
え
る
、
子
育
て
す

る
か
た
が
た
に
優
し
い
町
で
あ

っ
た
り
、
高
齢
者
に
も
や
さ
し

い
町
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
っ

た
総
合
的
な
部
分
で
人
口
減
少

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

野
平　

薫

問　

町
内
の
畑
地
の
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
は
、
毎
年
耕
作
者

の
高
齢
化
に
伴
い
徐
々
に
増
加

傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

現
状
、
町
内
で
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
町
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
町
の
農
業
施

策
の
中
で
畑
地
の
農
作
物
を
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

答　

町
で
は
、
毎
年
町
内
全
域

の
遊
休
農
地
の
現
地
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
結

果
、
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ

れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続

き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
る
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
土
地
利
用
意
向
調
査

を
実
施
し
、
遊
休
農
地
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

　

昨
年
度
行
っ
た
現
地
調
査
の

結
果
で
は
、
畑
の
遊
休
農
地

は
、
10
．
３
ｈ
ａ
で
、
令
和
４

年
度
か
ら
新
た
に
遊
休
農
地
と

な
っ
た
畑
が
約
０
．
８
ｈ
ａ
増

加
し
た
一
方
、
約
２
．
７
ｈ
ａ

の
遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ
た
の

で
、
約
１
．
９
ｈ
ａ
の
遊
休
農

地
だ
っ
た
畑
が
解
消
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
畑
地
の
農

作
物
の
展
開
だ
が
、
町
の
特
産

品
で
あ
る
「
ど
ら
ま
め
」
の
生

産
拡
大
を
図
る
た
め
、
水
田

を
「
ど
ら
ま
め
」
の
栽
培
圃
場

と
し
て
貸
し
出
す
農
家
や
新
た

に
栽
培
面
積
を
拡
大
す
る
場
合

に
、
特
産
品
栽
培
強
化
奨
励
金

を
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
通
じ
た
農
地
の
賃
貸
借
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
畑
地

を
活
用
し
て
、
若
手
認
定
農
業

者
に
よ
る
長
ネ
ギ
栽
培
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
他
、
酒

直
・
南
部
地
区
で
は
、
耕
作
放

棄
地
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

農
地
に
つ
い
て
は
、
基
盤
整
備

事
業
を
活
用
し
て
、
集
落
営
農

に
よ
る
長
ネ
ギ
栽
培
が
進
め
ら

れ
、
昨
年
、
Ｊ
Ａ
西
印
旛
と
長

ネ
ギ
栽
培
農
家
に
よ
る
「
栄
町

ネ
ギ
組
合
」
が
発
足
し
、
栽
培

等
に
つ
い
て
の
研
修
や
情
報
交

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

町
政
の
こ
こ
が
知
り
た
い

　
　

一  

般  

質  

問

町
道
・
公
園
の
整
備
に
つ
い

て

換
会
が
始
ま
っ
た
の
で
、
今

後
、
新
た
な
特
産
品
と
し
て
取

り
組
み
が
拡
大
す
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
押
付
地
区
で
も
、
基

盤
整
備
事
業
を
活
用
し
て
、
里

芋
の
栽
培
拡
大
に
向
け
た
試
験

栽
培
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨

年
度
に
は
、
里
芋
が
販
売
出
来

る
ま
で
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
軌
道
に
乗
り

高
収
益
化
に
繋
が
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
農
業
者
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

今
後
、
黒
大
豆
（
ど
ら
ま
め
）

や
長
ネ
ギ
、
里
芋
の
他
に
、
さ

つ
ま
い
も
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

レ
タ
ス
や
玉
ね
ぎ
な
ど
の
生
産

意
向
が
あ
っ
た
の
で
、
新
た
な

高
収
益
作
物
の
栽
培
に
取
り
組

む
農
家
を
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
り
、
将
来
の
耕
作

者
を
定
め
る
「
地
域
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
計

画
を
策
定
す
る
中
で
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
地
域
と
の
話
し
合
い
を
進
め

て
い
く
。

　　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

健
一

問　

臨
時
駐
車
場
の
造
成
は
令

和
６
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
緊
急
性
と
必
要
性
に

か
け
る
の
で
、
検
討
委
員
会
の

結
論
が
で
る
ま
で
見
送
っ
て
は

ど
う
か
。

答　

本
工
事
は
、
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
さ
か
え
臨
時
駐
車
場
の
利

便
性
と
安
全
性
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
利
用
者
の
意
見
と
し

て
、「
駐
車
場
か
ら
、
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
へ
の
通
行
経

路
が
危
険
、
か
つ
不
便
で
あ

る
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
バ
ス
車
庫
入

口
と
臨
時
駐
車
場
の
地
盤
高
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
利
用
者
の

進
入
経
路
を
改
善
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

緊
急
性
と
必
要
性
が
あ
る
と
判

断
し
、
工
事
を
見
送
る
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。　

　　
　
　
　
　
　
　

大
野　

信
正

問　

当
町
の
経
常
収
支
比
率
は

２
０
０
４
年
98
．
５
％
以
降
、

20
年
間
平
均
95
．
８
％
と
県
下

ワ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
状
態
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
改
善
策
と

「
使
う
」
か
ら
「
稼
ぐ
」
行
政

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

自
治
体
に
お
け
る
「
稼

ぐ
」
と
い
う
観
点
と
し
て
は
、

一
つ
目
と
し
て
、
自
治
体
が
行

政
活
動
の
中
で
自
ら
の
収
入
を

増
や
す
こ
と
、
二
つ
目
と
し

て
、
地
域
と
し
て
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
や
商

業
、
観
光
事
業
な
ど
、
地
域
全

体
と
し
て
潤
う
こ
と
が
考
え
ら

耕
作
放
棄
地
（
畑
地
）
に
つ

い
て

今
の
「
わ
く
ド
ラ
」
で
「
生

き
る
力
」
が
つ
く
か

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
立
地

等
の
見
直
し
に
つ
い
て
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に
つ
い
て
新
た
な
課
題
が
あ

り
、
今
年
度
の
実
験
運
行
に
至

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
関
連

す
る
路
線
バ
ス
と
循
環
バ
ス
の

路
線
の
統
合
、
循
環
バ
ス
の
再

編
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討

を
進
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
令

和
７
年
度
中
の
実
験
運
行
開
始

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
印
旛
日
本
医
大
駅
方

面
へ
の
新
規
バ
ス
路
線
の
導
入

だ
が
、
本
年
３
月
に
、
県
道
鎌

ケ
谷
本
埜
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
検

討
・
協
議
等
を
行
い
、
令
和
７

年
度
中
の
実
験
運
行
を
目
指
し

て
進
め
て
い
く
。

　

次
に
、
公
共
交
通
利
用
環
境

の
向
上
・
充
実
だ
が
、
運
転
免

許
返
納
制
度
の
活
用
と
し
て
、

令
和
４
年
10
月
か
ら
、
運
転
免

許
を
返
納
し
た
方
が
運
転
経
歴

証
明
書
を
提
示
し
た
際
は
、
無

料
で
乗
車
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
公
共
交
通
の
利
用
を

推
進
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
利
用
の
効
率
化
、
共
通

パ
ス
等
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
交
通
体
系
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
に
導
入
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

次
に
、
既
存
輸
送
資
源
の
有

効
活
用
だ
が
、
企
業
送
迎
バ
ス

の
活
用
の
検
討
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
検
討
が
進
ん

で
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
企
業

や
学
校
に
協
力
い
た
だ
き
、
調

整
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
大
変
難
し
い

内
容
だ
が
、
一
つ
一
つ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
福
祉
政
策
と
の
役
割

分
担
と
連
携
だ
が
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
や
福
祉
有

償
運
送
事
業
等
と
の
役
割
を
明

確
に
し
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の

具
体
的
な
実
施
内
容
を
決
定
し

て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
課
題
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
担
当
課
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。

　

最
後
に
、
交
通
結
節
機
能
の

強
化
だ
が
、
安
食
駅
駅
舎
改

築
、
南
北
自
由
通
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
安
食
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
北
口

改
札
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今

年
度
実
施
す
る
基
本
設
計
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
と
６
月

中
に
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
に
詳
細
設
計
、
令
和

８
年
度
に
施
工
、
令
和
９
年
度

に
北
口
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
後
に
南
北
自
由
通
路
の

改
修
、
安
食
駅
舎
の
改
築
も
含

め
た
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

新
井　

茂
美

問　

学
校
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
大
規
模
改
修
や
建
替
え
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
災
害
時
に

は
避
難
所
と
な
る
た
め
施
設
の

改
善
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
る
。

　

一
つ
目
の
行
政
が
収
入
を
増

や
す
と
い
う
意
味
で
は
、
間
接

的
に
は
、
人
口
増
加
施
策
や
企

業
誘
致
に
よ
る
税
収
の
確
保
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
直
接
的

に
は
、
現
在
は
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
に
お
け
る
「
稼
ぐ
」
行
動

に
よ
っ
て
、
結
果
が
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
独
自
の
取
組

み
に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保
が

可
能
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
先
行
的
、
効
果
的
な
取
組

み
内
容
に
つ
い
て
は
注
視
し
て

お
り
、
町
へ
の
反
映
が
可
能
か

ど
う
か
な
ど
の
検
証
を
行
い
つ

つ
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
二
つ
目
の
地
域
全

体
で
「
稼
ぐ
」
と
い
う
意
味
だ

が
、
地
域
全
体
の
各
産
業
が
横

断
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
各

分
野
で
の
労
働
環
境
が
整
い
、

生
産
人
口
層
の
流
入
や
、
町
内

で
の
消
費
行
動
が
活
発
に
な
る

な
ど
、
地
域
内
連
携
に
よ
る
相

乗
効
果
に
よ
っ
て
、地
域
が「
稼

い
で
い
る
」
と
い
う
状
況
に
成

り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
町
と
し
て
は
、
子
育

て
の
し
や
す
さ
や
学
び
や
す

さ
、
働
く
場
や
魅
力
あ
る
良
好

な
住
環
境
の
整
備
な
ど
を
加
味

し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
、
今
年
度
、
設
立

予
定
の
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」

に
よ
る
産
業
間
連
携
と
収
益
機

能
の
強
化
な
ど
、
先
進
地
等
の

事
例
を
分
析
、
検
証
し
つ
つ
、

継
続
し
て
「
稼
げ
る
」
行
政
を

目
指
し
て
い
く
。　

　　
　
　
　
　
　
　

間
瀨　

真
一

問　

通
行
止
め
区
間
に
安
食
小

学
校
の
ふ
れ
あ
い
推
進
委
員
の

方
々
が
交
代
で
赤
い
コ
ー
ン
を

７
時
に
置
き
、
保
護
者
や
先
生

が
街
頭
監
視
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
現
状
を
伺
う
。
ま
た
、
警

察
に
よ
る
定
期
的
な
監
視
等
は

考
え
て
い
る
か
。

答　

始
め
に
通
行
止
め
区
間
の

道
路
に
つ
い
て
は
、
幅
が
狭
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
通
行
す
る
車

が
あ
り
、
特
に
安
食
小
学
校
に

通
う
子
供
た
ち
の
登
校
時
間
は

危
険
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
時
間
帯
の
通

行
止
め
に
つ
い
て
周
辺
の
方
々

に
も
理
解
を
い
た
だ
き
、
７
時

か
ら
８
時
30
分
ま
で
車
両
通
行

止
め
の
規
制
が
か
け
ら
れ
、
オ

ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
な
ど
は
通

行
で
き
な
い
事
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
街
頭
監
視
の
現
状
だ

が
、
安
食
小
学
校
の
ふ
れ
あ
い

推
進
員
の
方
な
ど
が
７
時
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
と
バ
ー
を
２
カ
所

設
置
し
て
い
る
。

　

街
頭
監
視
は
安
食
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
主
に
子
供
の
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
保
護
者
の

方
々
を
割
振
っ
て
監
視
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
年
４
回
程
の

割
り
当
て
と
な
っ
て
い
る
が
、

割
り
当
て
の
無
い
火
曜
日
と
金

曜
日
は
、
で
き
る
だ
け
先
生
方

で
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
の
監
視
は
、
児
童
の
通
学

時
間
帯
の
安
全
確
保
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
通
学
時
間
帯
の
７

時
30
分
か
ら
８
時
頃
ま
で
と
し

て
お
り
、
監
視
し
て
い
た
方
が

帰
る
時
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
と
バ

ー
を
撤
去
し
て
終
了
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
ら
か
な
道
路
交
通

法
違
反
に
つ
い
て
は
、
成
田
警

察
署
に
現
状
を
説
明
し
、
一
緒

に
監
視
し
て
も
ら
う
こ
と
や
取

り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く

事
で
抑
止
力
に
な
る
と
思
う
の

で
、
合
わ
せ
て
お
願
し
た
い
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

岡
部　

千
恵
子

問　

多
く
の
自
治
体
で
公
共
交

通
が
こ
れ
ま
で
通
り
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
町
で
も
町
民
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
の
新
交
通
シ
ス

テ
ム
が
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
く
そ
の
後
の

進
捗
状
況
並
び
に
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
る
。

答　

始
め
に
、
路
線
バ
ス
と
循

環
バ
ス
の
路
線
の
統
合
、
循
環

バ
ス
の
再
編
、
デ
マ
ン
ド
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
運
行
形
態
を
検
討
す
る
中

で
、
バ
ス
停
の
利
用
状
況
な
ど

「
栄
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」

の
進
捗
状
況

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

安
食
小
学
校
下
の
朝
の
通
学

時
間
の
車
両
通
行
止
め
に
つ

い
て
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栄
町
の
保
護
猫
活
動
に
つ
い

て

こ
で
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
と

学
校
の
大
規
模
改
修
等
の
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
検
討
を
進
め
て
き
た

が
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

検
討
に
関
す
る
状
況
が
変
わ
っ

た
。
一
つ
目
と
し
て
、
能
登
半

島
地
震
災
害
の
総
括
や
検
証
に

よ
る
防
災
対
策
の
動
向
な
ど
も

注
視
し
つ
つ
、
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
用
地
の
再
検
証
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
二
つ
目
と
し

て
、「
栄
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
施
設
整
備
計
画
」
で
示
さ
れ

て
い
る
、
施
設
規
模
や
敷
地
面

積
の
再
検
証
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
建
設
用
地
面
積
を
再
検

証
す
る
た
め
に
は
、
将
来
の
児

童
・
生
徒
数
の
推
計
を
行
い
、

適
切
な
給
食
の
調
理
能
力
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
総
合
戦
略
や
町
の
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
と
の
整
合
が
必
要
と

な
る
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
６
月
に

「
避
難
所
に
お
け
る
適
切
な
食

事
の
確
保
の
た
め
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
」

が
国
か
ら
示
さ
れ
る
な
ど
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
多
機
能
化
な
ど

を
含
め
、
規
模
を
算
定
し
建
設

用
地
の
再
検
証
に
入
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
学
校
施
設
の
大
規
模

改
修
に
つ
い
て
は
、
栄
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
上
位

計
画
と
し
、
栄
町
学
校
施
設
の

個
別
施
設
計
画
を
作
成
し
て
お

り
、
町
の
財
政
計
画
と
も
調
整

し
な
が
ら
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
に
つ
い

て
は
、
３
つ
の
大
規
模
改
修
を

実
施
す
る
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
安
食
小
学

校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
建
物
の

劣
化
度
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
今
後
30
年
以
上
使
用
す
る

こ
と
に
耐
え
う
る
診
断
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
長

寿
命
化
改
修
工
事
と
し
て
外

壁
、
床
、
ト
イ
レ
等
の
改
修
を

行
う
た
め
の
工
事
を
令
和
７
年

度
か
ら
２
カ
年
を
か
け
て
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
近
年
の
異

常
な
暑
さ
か
ら
児
童
生
徒
の
命

を
守
る
た
め
に
は
、
学
校
体
育

館
へ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
施
策
の
優
先

順
位
を
見
直
し
、
令
和
６
年
度

か
ら
２
カ
年
を
か
け
て
、
各
小

中
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
体

育
館
は
避
難
所
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
町
民
の

命
を
守
る
施
設
で
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
災
害
時
に

は
高
齢
者
等
も
使
用
す
る
各
小

中
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
併
せ
て
進
め
て
い
く
。

　　
　
　
　
　
　
　

野
口　

理
恵

問　

現
在
、
去
勢
費
用
や
ワ
ク

チ
ン
な
ど
保
護
猫
活
動
や
猫
好

き
な
方
が
、
自
腹
で
生
活
費
を

削
り
面
倒
を
見
て
い
る
。
今
ど

の
地
域
で
も
動
物
愛
護
は
重
要

視
さ
れ
て
い
る
が
、
栄
町
と
し

て
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
全

額
支
援
を
希
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答　

千
葉
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
不
妊
去
勢
手
術
の
費
用
を

全
額
支
給
し
て
い
る
自
治
体
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
の
町
の
助
成
制
度
を
活
用
で

き
る
要
件
と
し
て
、
地
域
猫
活

動
団
体
と
し
て
登
録
を
受
け
た

団
体
が
管
理
し
て
い
る
地
域
猫

を
、
町
内
に
あ
る
診
療
施
設
で

不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
た
場
合

に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
利

用
し
づ
ら
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
猫
活
動
団
体
か
ら
、

助
成
制
度
を
充
実
し
、
使
い
や

す
い
制
度
に
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
ご
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
他
市
町
村
の
診
療
施
設

で
行
っ
た
手
術
も
対
象
と
す
る

こ
と
や
、
助
成
金
額
に
つ
い
て

も
近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査

し
、
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
公
益
財
団
法
人
ど

う
ぶ
つ
基
金
」
で
は
、
所
有
者

不
明
の
猫
を
原
因
と
す
る
生
活

環
境
被
害
の
軽
減
と
所
有
者
不

明
猫
の
行
政
で
の
引
き
取
り
数

の
減
少
及
び
地
域
活
動
を
支
援

し
、
行
政
に
よ
る
猫
の
殺
処
分

ゼ
ロ
の
早
期
実
現
を
目
的
と
し

て
、「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊

手
術
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
公
益
財
団
法
人 

日
本

動
物
愛
護
協
会
で
は
、
不
妊
去

勢
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

で
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
の
で
制
度
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

野
平　

薫

・
旧
北
辺
田
小
学
校
の
利
活
用

　

に
つ
い
て

渡
邉　

健
一

・
防
災
計
画
、
運
営
組
織
、
避

　

難
所
運
営
委
員
会
等
に
つ
い
て

・
歩
道
上
の
樹
木
の
剪
定
・
除

　

草
な
ど
美
化
対
策
に
つ
い
て

・
バ
ス
停
留
所
の
舗
装
等

・
安
食
駅
の
無
人
化
対
策
に
つ

　

い
て

大
野　

信
正

・
成
田
空
港
地
域
連
絡
会
の
取

　

り
組
み
に
つ
い
て

間
瀨　

真
一

・
安
食
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に

　

つ
い
て

岡
部　

千
恵
子

・
地
区
計
画
の
条
例
化

新
井　

茂
美

・
子
育
て
世
代
の
支
援
に
つ
い
て

野
口　

理
恵

・
高
齢
で
免
許
返
納
し
た
方
や

　

車
の
な
い
方
の
移
動
手
段
に

　

つ
い
て

編
集
後
記

　

６
月
定
例
議
会
は
新
人
議
員

達
が
活
発
な
発
言
を
さ
れ
議
会

が
一
層
賑
や
か
に
な
っ
た
。
当

然
「
議
会
だ
よ
り
」
も
新
人
達

の
意
見
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ベ
テ
ラ
ン
に
混
じ
っ
て
臆
せ
ず

発
言
さ
れ
る
姿
は
新
し
い
議
会

の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
た
。
議

会
報
も
そ
の
活
発
さ
を
記
す
べ

き
で
は
あ
る
が
、
発
言
者
各
人

の
特
徴
を
町
民
に
す
べ
て
お
知

ら
せ
し
た
い
が
議
会
だ
よ
り
だ

け
、
紙
面
だ
け
で
は
不
足
で
残

念
至
極
。

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

泰
博

栄
町
の
保
護
猫
活
動
に
つ
い
て

そ
の
他
の
一
般
質
問
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